
 
 
 
 
 
 

 

 

理科室からは連日、子どもたちの驚きと歓声が聞こえてきます。今年度、本校では３、５、６年生の

理科を私が担当し、４年生は学年内で交換授業を実施することで、全学年の理科を専科指導の形で実施

しています。専科指導によって学校での学びがどのように変わるのでしょうか。 

 

１. 専門性を生かした、より高度な学び 

その教科を専門に担当する教員が授業を行うことで、より高度で発展的な内容を扱うことが可能にな

ります。子どもたちの「なぜ？」に対して、科学的な背景を深く掘り下げて解説できるため、知的好奇

心をより強く刺激することができます。 

 

２. 学習活動の充実 

理科の授業準備には、薬品の調整や器具の点検など、多くの時間がかかります。安全かつ期待される

結果を導き出せるかどうか事前に検証する「予備実験」も大切です。専科教員は担当する授業の準備に

集中的に時間を割くことができるため、準備に手間がかかる活動も授業の中に数多く取り入れることが

できます。本物の体験を通した、実感を伴った確かな学びにつながるのです。 

 

３. 複数の目による、多面的な児童理解 

学級担任だけでなく、専科教員の目からも子どもたちを見守る環境が生まれます。教室とはまた違っ

た、実験に目を輝かせる子どもの姿や、班活動でのリーダーシップなど、新たな一面を発見することが

できます。学校全体で児童を多面的に捉え、より深い児童理解へとつなげていくことができるのです。 

 

４. 学級担任のゆとりと、他教科の充実 

学級担任が理科の授業から解放されることで、生まれた時間を他教科の教材研究や児童との関わりに

充てることができます。担任がゆとりをもって子どもたちと接することは、学級経営の安定や、一人ひ

とりに寄り添ったきめ細やかな指導へと還元されていきます。 

 

と、ここまで子どもたちに還元されるメリットを述べてきましたが、３か月間の指導を通して私が感

じたことは、率直に「楽しい」の一言です。３年生、５年生、６年生それぞれに段階に応じた学びがあ

り、同じ教科を担当しているからこそそれぞれの学年の育ちがよく見えます。自然の営みに率直に感動

し、全身で学ぶ姿も素晴らしいですし、事物現象を冷静かつ論理的に見つめて、自然の中に隠された規

則性を解き明かしていく姿も素晴らしいものです。そんな子どもたちの育ちを担任とは違った視点から

捉え、一歩ずつ成長していく子どもたちの姿に、時には目を細め、時には目を見張りながら、毎日楽し

く授業できることを嬉しく思います。 
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アンケートへの御協力 
ありがとうございました  

夏休み期間について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 

 

1 水 
６年 見学旅行１日目 

家庭教育学級「はな」 給食試食会 

2 木 ６年 見学旅行２日目 

3 金 ６年 休業日 

6 月 全校朝会 ALT⑰  

7 火 
４年 ゴミ出前授業 

PTA 運営委員会 SC 相談日午前 

8 水 
２年 まちたんけん 彫刻美術館方面 

ALT⑱ 

9 木 
２年 荒井山シャンツェ見学 

委員会活動⑤ 

10 金 委員長団会議③  

13 月 清掃週間（17 日まで）  

14 火 
SC 相談日（9:00～12:00） 

ALT⑲ 

15 水 
２年 まちたんけん校区内各コース 

ALT⑳ 

16 木 
４年動物園出前授業  クラブ活動④ 

パートナー校生徒会児童会 meet 交流  

17 金 
引き取り訓練（含防災教育①） 

※14 時から引き取り開始 

18 土 
 

19 日 第 17 週 

20 月 海の日 

21 火 
４年 現地学習「ピリカコタン」 

ALT㉑ 

22 水 
ふれあい遊び(ふれあい委員企画) 

５年滝野宿泊学習出前授業 

23 木 
全校５時間授業 

SC 相談日（13:00～16:00） 

24 金 １学期終業式（給食あり４時間授業） 

夏休み図書貸出について 

７月の生活目標 

７月の子ども見守り隊 
 

 

【お願い】学校敷地内への車両乗り入れ・短時間停車に
ついて 

現在、校内では給食の配送トラックの回転スペース確保
や業者車両の出入りがあるため、駐車できる場所がかなり
限られております。皆様にはご不便をおかけしております
が、児童の安全を第一に考え、以下の点について改めてご
協力をお願いいたします。 

1. 駐車スペースの確保と短時間停車のお願い 校内には
給食配送トラックの回転スペースや業者車両の停車場
所が必要なため、駐車できるスペースが非常に限られ
ています。 

・短時間での停車に御協力ください。 
・混雑状況により、お車の移動をお願いする場合があり

ます。 
2. 安全走行と時間帯への配慮 子どもたちの安全を第一

に考え、以下の徹底をお願いします。 
・登下校時間帯の来校は避けてください： 事故の危険が

伴うため、この時間帯の乗り入れはご遠慮ください。 
・最徐行で： 日中も屋外で学習活動を行っている場合が

あります。周囲に十分注意し、低速で走行してくださ
い。 

3. お子様のお迎え（早退時など）の手順 安全に確実に
引き渡しを行うため、以下の手順をお願いしておりま
す。 
① インターホンを押して来校を知らせる。 
② 保健室や教室まで直接お迎えに行く。 

子どもたちが安全に学校生活を送れるよう、皆様の御理
解と御協力をお願い申し上げます。 

 


